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平　
安　
期　
に　
お　
け　
る　
醤　

前　
回　
に　
お　
い　
て　
も　
、　
平　
安　
期　
に　
お　
け　
る　
醤　

ひ　
し　
ほ　

の　

利　
用　
状　
況　
や　
そ　
の　
実　
態　
に　
つ　
い　
て　
触　
れ　
た　
が　
、　

今　
回　
は　
更　
に　
踏　
み　
込　
ん　
で　
、　
平　
安　
期　
に　
お　
け　
る　

醤　
が　
ど　
の　
よ　
う　
な　
も　
の　
で　
あ　
っ　
た　
か　
に　
つ　
い　
て　

『　
延　
喜　
式　

え
ん
ぎ
し
き

』　
を　
中　
心　
に　
見　
て　
み　
る　
こ　
と　
に　
し　
た　
。　

『　
延　
喜　
式　
』　は　
、　
延　
喜　
五　
年　（　
九　
〇　
五　
）　醍　
醐　
天　

皇　
の　
命　
に　
よ　
り　
編　
纂　
が　
始　
ま　
り　
、　
延　
長　
五　
年　（　
九　

二　
七　
）　に　
完　
成　
し　
た　
法　
典　
で　
、　
各　
官　
司　
が　
当　
時　

の　
法　
令　
に　
従　
っ　
て　
そ　
の　
任　
務　
を　
遂　
行　
す　
る　
た　
め　

に　
必　
要　
な　
細　
則　
を　
集　
大　
成　
し　
た　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　

こ　
れ　
は　
、　
平　
安　
時　
代　
の　
食　
生　
活　
史　
研　
究　
上　
最　
も　

重　
要　
な　
史　
料　
で　
あ　
る　
。　

主　
醤　
の　
廃　
止　
と　
醤　
院　
の　
設　
置　

『　
養　
老　
令　

よ　
う　
ろ　
う　
り　
ょ　
う　

』　に　
よ　
る　
と　
大　
膳　
職　

だ
い
ぜ
ん
し
き

に　
は　
主　
醤　

ひ　
し　
ほ　
の　
つ　
か　
さ　二　

人　

が　
置　
か　
れ　
、　
そ　
の　
管
理
下　
で
各
種　
の　
醤
や　

く
き　

、　

未　
醤　
な　
ど　
が　
造　
ら　
れ　
て　
い　
た　
。　
や　
が　
て　
そ　
の　
体　

制　
に　
変　
動　
が　
起　
こ　
っ　
た　
。　

平　
城　
天　
皇　
の　
大　
同　
年　
間　（　
八　
〇　
六　
〜　
八　
一　
〇　
）　

は　
、　
中　
央　
の　
政　
府　
機　
関　
の　
統　
廃　
合　
と　
、　
そ　
れ　
に　

伴　
う　
官　
吏　
の　
定　
員　
変　
更　
が　
盛　
ん　
に　
行　
わ　
れ　
た　
時　

代　
で　
あ　
っ　
た　
。　
大　
膳　
職　
関　
係　
で　
は　
、　
大　
同　
三　
年　

（　
八　
〇　
八　
）　
正　
月　
二　
十　
日　
の　
詔　
で　
、　

「　
筥　
陶　
司　
併　

二　

大　
膳　
職　

一　

。　・　
・　
・　・　
主　
醤　
主　
菓　
餅　

及　
刑　
部　
解　
部　
宜　

レ　

従　
二　

省　
廃　

一　

」　（　『　
類　
聚　
三　
代　
格　
』　）　

と　
、　
同　
じ　
宮　
内　
省　
に　
あ　
っ　
た　「　
筥　
陶　
司　

は　
こ　
す　
え　
も　
の　
し　

」　（　
飲　
食　

の　
器　
具　
を　

掌　

つ
か
さ
ど
る

る　
）　が　
大　
膳　
職　
に　
併　
合　
さ　
れ　
、　

大　
膳　
職　
に　
置　
か　
れ　
て　
い　
た　「　
主　
醤　
」　
と　
「　
主　
菓　
餅　

く　
だ　
も　
の　
の　
つ　
か　
さ　

」　

と　
い　
う　
二　
つ　
の　
役　
職　
が　
廃　
止　
さ　
れ　
た　
。　
つ　
ま　
り　
、　

醤　
な　
ど　
の　
調　
味　
料　
製　
造　
監　
督　
官　
（　
主　
醤　
）　
二　
人　

と　
主　
菓　
餅　
二　
人　
が　
リ　
ス　
ト　
ラ　
さ　
れ　
て　
し　
ま　
っ　
た　

（　
注　
１　
）　
。　

し　
か　
し　
、　
こ　
れ　
で　
は　
業　
務　
に　
支　
障　
が　
あ　
っ　
た　
と　

み　
え　
、　
早　
く　
も　
こ　
の　
年　
の　
七　
月　
二　
十　
六　
日　
に　
、　

「　
筥　
陶　
司　
が　
大　
膳　
職　
に　
併　
合　
さ　
れ　
た　
上　
、　
主　
醤　
・　

主　
菓　
餅　
が　
廃　
止　
さ　
れ　
た　
が　
業　
務　
は　
そ　
の　
ま　
ま　
な　

の　
で　
、　
繁　
忙　
で　
人　
数　
が　
不　
足　
し　
て　
い　
る　
。　
大　
膳　

職　
に　
少　
進　

し　
ょ　
う　
し　
ん　

一　
名　
、　
少　
属　

し　
ょ　
う　
ぞ　
く　

一　
名　
の　
増　
員　
を　
乞　
う　
」　

（　『　
類　
聚　
三　
代　
格　
』　）　と　
い　
っ　
た　
趣　
旨　
の　
太　
政　
官　
奏　

上　
が　
な　
さ　
れ　
た　
。　

こ　
れ　
に　
対　
し　
、　
早　
速　
八　
月　
に　
「　
加　

二　

・　
・　
・　
・　
大　

膳　
職　
少　
進　
少　
属　
各　
一　
員　

一　

」　（　『　
類　
聚　
国　
史　
』　）　と　

奏　
上　
通　
り　
の　
増　
員　
が　
認　
め　
ら　
れ　
た　
。　
さ　
ら　
に　
、　

翌　
大　
同　
四　
年　
に　
は　「　
加　

二　

・　
・　
・　
・　
大　
膳　
職　
四　
員　

一　

」　

（　『　
日　
本　
後　
紀　
』　）　と　
、　
四　
人　
の　
増　
員　
が　
行　
わ　
れ　
た　
。　

そ　
の　
後　
、　
承　
和　
二　
年　（　
八　
三　
五　
）　
六　
月　
に　
も　
「　
大　

膳　
職　
々　
掌　
。　
准　

二　

之　
諸　
職　

一　

。　
加　

二　

置　
二　
員　

一　

。　」　

（　『　
続　
日　
本　
後　
紀　
』　）　と　
、　
二　
名　
の　
増　
員　
が　
行　
わ　
れ　

て　
い　
る　
。　

こ　
の　
よ　
う　
に　
大　
膳　
職　
の　
職　
員　
が　
補　
充　
さ　
れ　
て　

い　
く　
中　
で　
、　
醤　
な　
ど　
の　
調　
味　
料　
を　
造　
る　
工　
場　
が　

作　
ら　
れ　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
。　
そ　
れ　
が　
醤　
院　

し　
ょ　
う　
い　
ん　

で　
あ　
る　
。　

『　
延　
喜　
式　
』　「　
大　
膳　
式　
上　
」　（　
以　
下　
『　
延　
喜　
式　
』　
を　

略　
し　
て　「　
大　
膳　
式　
上　
」　の　
よ　
う　
に　
表　
記　
）　に　
は　「　
醤　

院　
高　
部　
神　
一　
座　
」　
と　
あ　
る　
の　
で　
、　
す　
で　
に　
、　
大　
膳　

職　
に　
は　
醤　
院　
が　
あ　
っ　
て　
そ　
こ　
に　
は　
高　
部　

た

か

べ

神　
一　
柱　

が　
祭　
ら　
れ　
て　
い　
る　
こ　
と　
が　
わ　
か　
る　
。　『　
延　
喜　
式　
』　の　

約　
五　
十　
年　
後　
に　
成　
っ　
た　
源　
高　
明　
の　『　
西　
宮　
記　
』　は　

「　
醤　
院　

」　
と　
、　
醤　
院　
は　
大　
膳　
職　
の　
別　
院　

と　
し　
て　
そ　
の　
西　
に　
あ　
る　
こ　
と　
を　
伝　
え　
て　
い　
る　
。　

醤　
院　
の　
建　
物　
が　
い　
つ　
頃　
建　
て　
ら　
れ　
た　
か　
確　
か　

な　
こ　
と　
は　
わ　
か　
ら　
な　
い　
が　
、　『　
三　
代　
実　
録　
』　
元　
慶　
六　

年　（　
八　
八　
二　
）　九　
月　
廿　
五　
日　
条　
に　「　
大　
膳　
職　
醤　
院　

火　
」　
と　
、　
醤　
院　
が　
火　
災　
に　
遭　
っ　
た　
こ　
と　
が　
記　
さ　
れ　

て　
い　
る　
。　「　
主　
醤　
」　
が　
廃　
止　
さ　
れ　
た　
の　
が　
八　
〇　
八　

大
膳
別
院

在
職
西

年　
、　
増　
員　
が　
一　
段　
落　
す　
る　
の　
が　
八　
三　
五　
年　
、　
焼　

失　
が　
八　
八　
二　
年　
な　
の　
で　
、　
醤　
院　
は　
九　
世　
紀　
の　
半　

ば　
頃　
に　
創　
設　
さ　
れ　
た　
の　
で　
は　
な　
か　
ろ　
う　
か　
。　

そ　
の　
後　
、　

「　
権　
左　
中　
弁　
藤　
原　
朝　
臣　
為　
輔　
伝　
宣　
。　
左　
大　
臣　

宣　
。　
大　
膳　
亮　
宮　
道　
時　
忠　
。　
宜　

三　

如　
レ　

旧　
為　

二　

供　
御　

所　
并　
醤　
院　
勾　
当　

一　

者　
。　

安　
和　
二　
年　
六　
月　
廿　
五　
日　
左　
大　
史　
吉　
志　
公　
胤　

奉　

」　

（　『　
類　
聚　
符　
宣　
抄　

る
い
じ
ゅ
ふ
せ
ん
し
ょ
う

』　）　

と　
、　
安　
和　
二　
年　
（　
九　
六　
九　
）　に　
、　
大　
膳　
亮　

だ　
い　
ぜ　
ん　
の　
す　
け　（　

大　
膳　

職　
の　
次　
官　
）　を　
醤　
院　

し　
ょ　
う　
い　
ん　

勾　
当　

こ
う
と
う（　

専　
任　
の　
役　
人　
）　に　
任　

命　
す　
る　
宣　
旨　
が　
出　
さ　
れ　
た　
り　
し　
て　
い　
る　
。　

こ　
の　
醤　
院　
は　
「　
大　
治　
二　
年　
二　
月　
十　
四　
日　
。　
宮　

内　
省　
、　
主　
水　
司　
、　
醤　
院　
等　
焼　
亡　
」　（　『　
百　
練　
抄　
』　）　

と　
あ　
っ　
て　
、　
大　
治　
二　
年　
（　
一　
一　
二　
七　
）　に　
も　
焼　
亡　

し　
て　
い　
る　
が　
、　
平　
安　
期　
を　
通　
じ　
て　
、　
醤　
院　
に　
お　

け　
る　
醤　
づ　
く　
り　
が　
継　
続　
さ　
れ　
て　
い　
た　
こ　
と　
は　
間　

違　
い　
な　
い　
。　

醤　
院　
に　
お　
け　
る　
醤　
づ　
く　
り　

「　
大　
膳　
式　
下　
」　の　「　
年　
料　
」　の　
と　
こ　
ろ　
に　
は　
種　
々　

の　
食　
品　
の　
年　
間　
生　
産　
量　
が　
載　
っ　
て　
い　
る　
が　
、　
そ　
の　

内　
、　
醤　
に　
関　
し　
て　
は　
、　

「
醤
一
百
五
十
石

（
注　
２
）　
甕
一
百

口　

（　
注　
３　
）　
。　
添　
醤　
六　
十　
五　
石　
　　
甕　
五　
十　
口　
」　

と　
あ　
っ　
て　
、　
醤　
院　
は　
、　
年　
間　
に　
醤　
百　
五　
十　
石　
、　
添　

醤　
六　
十　
五　
石　
を　
生　
産　
し　
て　
い　
た　
。　
そ　
し　
て　
、　
こ　
の　

醤　
の　
主　
原　
料　
と　
な　
る　
醤　
大　
豆　
に　
つ　
い　
て　
は　（　
注　
４　
）　、　

「　
凡　
諸　
国　
交　
易　
所　

レ　

進　
。　
醤　
大　
豆　
并　
小　
豆　
等　

類　
。　
随　

レ　

到　
量　
収　
。　
訖　
即　
申　

レ　

省　
。　
諸　
司　
赴　
集　
依　

レ　

實
検
納　
。　

」　（　「　
大
膳
式
下
」　）　と　
「
租
税　
で
購

入　
し　
て　
諸　
国　
か　
ら　
貢　
上　
さ　
れ　
る　
醤　
大　
豆　
や　
小　
豆　

類　
が　
大　
膳　
職　
に　
到　
着　
し　
た　
ら　
そ　
の　
量　
を　
確　
か　
め　

て　
収　
納　
し　
、　
そ　
の　
旨　
を　
宮　
内　
省　
に　
報　
告　
せ　
よ　
。　

そ　
の　
後　
、　
関　
係　
諸　
司　
は　
集　
合　
し　
て　
所　
定　
量　
を　
検　

納　
せ　
よ　
。　
そ　
の　
貢　
納　
量　
は　
民　
部　
式　
を　
見　
よ　
」　
と　

し　
て　
お　
り　
、　
全　
国　
か　
ら　
集　
め　
ら　
れ　
て　
い　
た　
。　

「　
民　
部　
式　

み
ん
ぶ
し
き

」　
を　
み　
る　
と　
、　
近　
江　
の　
国　
以　
下　
十　

二　
カ　
国　
が　
「　
交　
易　
雑　
物　
」　
と　
し　
て　
醤　
大　
豆　
を　
貢　

上　
す　
る　
こ　
と　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　
そ　
の　
量　
を　
集　
計　
す　

る　
と　
、　
毎　
年　
分　
が　
三　
百　
二　
十　
七　
石　
、　「　
隔　
三　
年　

進　
」　
分　
が　
八　
十　
五　
石　
と　
な　
る　
。　
こ　
の　
「　
隔　
三　
年　

進　
」　
を　
三　
年　
に　
一　
度　
と　
解　
釈　
し　
て　
一　
年　
分　
を　
割　

り　
出　
す　
と　
、　
二　
十　
八　
・　
三　
石　
と　
な　
る　（　
注　
５　
）　
。　
従　

っ　
て　
、　
合　
計　
約　
三　
百　
五　
十　
五　
石　
の　
醤　
大　
豆　
が　
毎　

年　
貢　
納　
さ　
れ　
る　
こ　
と　
に　
な　
る　
。　

そ　
し　
て　
、　
こ　
の　
醤　
大　
豆　
は　
、　
大　
膳　
職　
用　
に　
三　
百　

五　
十　
石　（　
醤　
百　
五　
十　
石　
用　
に　
三　
百　
石　（　
注　
６　
）　、　
未　

醤　
五　
十　
石　
用　
に　
五　
十　
石　（　
注　
７　
）　）　が　
使　
用　
さ　
れ　
、　
内　

膳　
司　
用　
に　
二　
石　
五　
斗　
が　
使　
用　
さ　
れ　
る　（　
注　
８　
）　
。　
使　

用　
量　
の　
合　
計　
は　
三　
百　
五　
十　
二　
石　
五　
斗　
と　
な　
り　
、　

こ　
れ　
は　
全　
国　
か　
ら　
の　
納　
入　
量　
に　
ほ　
ぼ　
一　
致　
す　
る　
。　

諸　
国　
か　
ら　
貢　
納　
さ　
れ　
た　
醤　
大　
豆　
は　
、　
天　
日　
乾　

燥　
さ　
れ　
た　
後　
、　
加　
工　
用　
に　
回　
さ　
れ　
た　
よ　
う　
で　
あ　

る　
。　「　
掃　
部　

か

も

ん

式　
」　
の　
「　
諸　
司　
年　
料　
」　
に　
「　
長　
席　
八　

枚　
。　

」　
と　
あ　
っ　
て　
、　
年　
料　
と　
し　
て　

干
供
御
年
料
糒
所
二
枚
。　

暴
醤
并
未
醤
大
豆
所
六
枚
。　

其
數
見

民
部
式

別
受

三
石

供
御
料
七
十
五
石
。　

雑
給
料
七
十
五
石
。　

長　
席　

な　
が　
む　
し　
ろ　

六　
枚　
が　「　
醤　
・　
未　
醤　
大　
豆　
を　
曝　
す　
所　
」　
用　
に　

用　
意　
さ　
れ　
て　
い　
る　
か　
ら　
で　
あ　
る　
。　

こ　
の　
醤　
大　
豆　
を　
主　
原　
料　
に　
し　
、　
米　
麹　
・　
モ　
チ　

米　
・　
小　
麦　
・　
酒　
・　
塩　（　
雑　
給　
料　
は　
モ　
チ　
米　
を　
除　
く　
。　

原　
料　
に　
水　
を　
加　
え　
て　
い　
る　
と　
思　
え　
る　
が　
不　
明　
）　

を　
加　
え　
て　
原　
料　
の　
約　
二　
九　
パ　
ー　
セ　
ン　
ト　
の　
醤　
が　

造　
ら　
れ　
た　
。　

醤　
と　
滓　
醤　

『　
延　
喜　
式　
』　に　
は　
、　
醤　
の　
ほ　
か　
、　
滓　
醤　

さ　
い　
し　
ょ　
う　

の　
名　
が　

頻　
繁　
に　
現　
わ　
れ　
る　
。　
し　
か　
し　
、　『　
延　
喜　
式　
』　に　
よ　
っ　

て　
醤　
の　
製　
法　
は　
わ　
か　
る　
が　
、　
滓　
醤　
に　
関　
し　
て　
は　

不　
明　
で　
あ　
る　
。　
そ　
こ　
で　
、　
両　
者　
の　
関　
係　
を　「　
大　
膳　

式　
」　「　
内　
膳　
式　
」　
を　
中　
心　
に　
見　
て　
み　
る　
と　
、　
次　
の　
こ　

と　
が　
わ　
か　
る　
。　

一　．　

醤　
と　
滓　
醤　
が　
併　
記　
さ　
れ　
て　
い　
る　
場　
合　
は　
、　

必　
ず　
醤　
・　
滓　
醤　
の　
順　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　
ま　
た　
、　

醤　
は　
身　
分　
の　
上　
位　
者　
の　
方　
に　
、　
滓　
醤　
は　
下　

位　
者　
の　
方　
に　
支　
給　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

二　．　

醤　
の　
用　
途　
は　
多　
様　
で　
、　
生　
菜　
料　
、　
薄　
餅　
料　
、　

好　
物　
料　
、　
海　
菜　
料　
、　
漬　
菜　
料　
、　
汁　
物　
料　
、　
羹　

料　
、　
索　
餅　
料　
な　
ど　
へ　
の　
利　
用　
が　
示　
唆　
さ　
れ　

て　
い　
る　
が　（　
注　
９　
）　
、　
滓　
醤　
は　
漬　
物　
料　
と　
し　
て　

の　
利　
用　
例　
し　
か　
見　
ら　
れ　
な　
い　
。　

三　．　

滓　
醤　
は　
漬　
物　
用　
と　
し　
て　
多　
く　
使　
わ　
れ　
、　
醤　

漬　
瓜　
、　
醤　
茄　
子　
な　
ど　
醤　
の　
名　
の　
付　
く　
漬　
物　

全　
て　
に　
使　
用　
さ　
れ　
て　
い　
る　
が　
、　
醤　
は　
供　
御　

く

ご

用　

二　
例　
に　
滓　
醤　
と　
の　
併　
用　
が　
み　
ら　
れ　
る　
だ　
け　

で　
あ　
る　
。　
醤　
漬　
に　
は　
滓　
醤　
が　
不　
可　
欠　
だ　
が　
、　

醤　
は　
特　
定　
の　
場　
合　
の　
み　
添　
加　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

四　．　
「　
醤　
鰒　

ひ　
し　
ほ　
あ　
わ　
び　

料　
。　
東　
鰒　
六　
十　
斤　
。　
塩　
六　
斗　
四　
升　

八　
合　
一　
勺　
八　
撮　
。　
滓　
醤　
二　
石　
四　
升　
四　
合　
二　

勺　
。　」　（　「　
大　
膳　
式　
下　
」　）　と　
あ　
っ　
て　
、　
ア　
ワ　
ビ　
な　

ど　
の　
魚　
介　
類　
の　
醤　
漬　
を　
造　
る　
の　
に　
も　
滓　
醤　

が　
使　
わ　
れ　
て　
い　
る　
。　

五　．　

滓　
醤　
の　
内　
膳　
司　
に　
お　
け　
る　
使　
用　
量　
は　
非　
常　

に　
少　
な　
く　
、　
そ　
の　
用　
途　
は　
主　
に　
漬　
物　
用　
で　

あ　
る　
。　

醤　
は　
、　
前　
回　
紹　
介　
し　
た　
「　
造　
雑　
物　
法　

ぞ
う
ぞ
う
も
つ
ほ
う

」　（　
種　
々　

の　
食　
品　
を　
造　
る　
法　
）　の　
「　
供　
御　
醤　
料　
」　
に　
従　
っ　
て　

造　
ら　
れ　
た　
液　
体　
調　
味　
料　
で　
、　
そ　
の　
用　
途　
の　
多　
様　

性　
・　
身　
分　
の　
上　
位　
者　
へ　
の　
支　
給　
・　
漬　
物　
に　
お　
け　
る　

プ　
ラ　
ス　
ア　
ル　
フ　
ァ　
的　
な　
使　
わ　
れ　
方　
な　
ど　
か　
ら　
し　

て　
、　
貴　
重　
品　
と　
し　
て　
利　
用　
さ　
れ　
た　
。　
年　
間　
生　
産　

量　
の　
百　
五　
十　
石　
は　
現　
在　
量　
に　
換　
算　
す　
る　
と　
約　
一　

〇　
・　
八　
キ　
ロ　
リ　
ッ　
ト　
ル　
で　
、　
一　
日　
分　
に　
す　
る　
と　
約　

三　
〇　
リ　
ッ　
ト　
ル　
に　
す　
ぎ　
な　
い　
量　
で　
あ　
る　（　
注　
10  
）　
。　

そ　
し　
て　
、　
醤　
の　
絞　
り　
滓　（　
醤　
滓　
）　は　
再　
利　
用　
さ　

れ　
、　
そ　
れ　
を　
使　
っ　
て　「　
添　
醤　
」　
が　
造　
ら　
れ　
た　（　
注　
11  
）　
。　

「　
滓　
醤　
」　
は　
そ　
の　
名　
か　
ら　
し　
て　
「　
滓　
の　
混　
ざ　
っ　

た　
醤　
」　
と　
考　
え　
、　「　
滓　
醤　
」　
か　
ら　
液　
体　
の　
「　
醤　
」　
が　

造　
ら　
れ　
、　
そ　
の　
絞　
り　
滓　
を　
使　
っ　
て　
後　
世　
の　
二　
番　

タ　
マ　
リ　
の　
よ　
う　
な　
「　
添　
醤　
」　
が　
造　
ら　
れ　
た　
、　
と　
解　

す　
る　
と　
す　
っ　
き　
り　
す　
る　
の　
で　
あ　
る　
が　
、　
ど　
う　
も　
そ　

う　
簡　
単　
に　
は　
い　
か　
な　
い　
よ　
う　
で　
あ　
る　
。　

そ　
の　
理　
由　
の　
第　
一　
は　
、　
全　
国　
か　
ら　
集　
め　
ら　
れ　

た　
醤　
大　
豆　
の　
大　
部　
分　（　
三　
百　
石　
）　が　
「　
醤　
」　
用　
に　

充　
て　
ら　
れ　
、　「　
供　
御　
醤　
料　
」　
の　
製　
法　
に　
基　
づ　
い　
て　

原　
料　
大　
豆　
の　
半　
量　
（　
百　
五　
十　
石　
）　の　
醤　
が　
造　
ら　

れ　
て　
お　
り　
、　
滓　
醤　
か　
ら　
醤　
が　
造　
ら　
れ　
る　
過　
程　
を　

想　
定　
し　
に　
く　
い　
か　
ら　
で　
あ　
る　
。　

第　
二　
は　
、　『　
延　
喜　
式　
』　で　
は　
か　
な　
り　
の　
量　
の　「　
滓　

醤　
」　
が　
使　
わ　
れ　
て　
い　
て　
、　「　
醤　
」　
と　
は　
別　
の　
用　
途　

（　
主　
に　
漬　
物　
用　
）　に　
充　
て　
ら　
れ　
て　
い　
る　
こ　
と　
が　
多　

い　
か　
ら　
で　
あ　
る　
。　

そ　
こ　
で　
、　
試　
み　
に　
醤　
と　
滓　
醤　
の　
年　
間　
使　
用　
料　

や　
支　
給　
量　
を　
表　（　
次　
項　
）　に　
ま　
と　
め　
て　
み　
た　
。　

表　
中　
の　
数　
字　
は　
年　
間　
に　
使　
用　
さ　
れ　
る　
量　（　
単　

位　
は　
合　
）　で　
、　「　
大　
膳　
職　
関　
係　
」　は　
大　
膳　
職　
で　
使　
用　

し　
た　
り　
支　
給　
す　
る　
量　
を　
、　「　
内　
膳　
司　
関　
係　
」　
は　
内　

『厨事類記
ちゅうじるいき

』（鎌倉末頃）中の「御台盤居様絵図
お だ い ば ん す え よ う え ず

」にみられる
調味料セット（四種）の図。



延喜式における醤・滓醤の年間使用量
1．大膳職関係 単位：合
篇目名 使 用 例 醤 滓醤

神今食小斎給食 262
同 皇后宮給食 68

鎮魂雑給料 440 178
新嘗祭小斎給食 207

小斎解斎給食 158
宴会雑給 60

大膳上 園韓神祭雑給料 120
平野祭雑給料 510
賀茂祭給食料 48 30
春日祭・雑給料 300
大原野祭・雑給料 300
松尾神祭・雑給料 102 400
釈奠祭料・雑給料 162
東寺祭料 540
聖神寺・常住寺季料 3744 1440
正月最勝王経斎会供養料 976 488
正月修真言法料 417 460
正月修太元帥法料 300 190
延暦寺試年分度者三度料 39 312

西塔院試年分度者料 13 104
大安寺斎会供養料 784
嘉祥寺地蔵悔過料 160
試海印三昧寺年分度者料 10 60
安祥寺試年分度者料 10 40

大膳下 七寺盂蘭盆供養料 567 28
仁王経斎会供養料 363 122
手束索餅料 2477
正月最勝王経斎会醤瓜料 3142
供御醤瓜料 3804
儲醤瓜料 5636
醤鰒料 7800
正月四節料 200
七月廿五日節料 20
月料 無品親王・内親王 2880

加茂斎内親王 1880
夫人 1440
女御 720
女官 720 7200
侍従 13320

出納官物諸司百度料 4320
勘解由使百度料 6120
検納薪諸司百度料 1440
曝 兵庫寮器仗百度料 35
漢語師并生日料 4320
主鈴・典鑰月料 2880
蔵人所月料 720

計 35757 49829

２．内膳司関係
使 用 例 醤 滓醤

新嘗祭供御料夜料 50
解斎料 50

諸節供御料正月三節 600
五月五日節 200
七月七日 200
九月九日節 200

内膳司 供御月料 9960 900
漬秋菜料糟漬瓜 270 270

醤漬瓜 198 198
醤漬冬瓜 168 168
醤菁根 250
醤茄子 180
荏裹 1000 1000
計 12896 2966

３．その他
斎宮初斎院別当以下食料 2736 19080

神祇五 月料 2880 21960
正月三節料 15

神祇六 斎院司 173
図書寮 写経生等食料 3600
大蔵省 戒壇十師并沙弥菜料 441

掃正倉院料 100
主殿寮 神廿三座春秋祭料 400
典薬寮 共作女医料 420
春宮坊 主膳監月料 6300 900

計 10341 44233

合 計 58994 95828
醤と滓醤の合計 154822
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膳　
司　
に　
お　
い　
て　
使　
用　
す　
る　
量　
を　
、　「　
そ　
の　
他　
」　
は　

「　
大　
膳　
式　
」　に　
は　
示　
さ　
れ　
て　
い　
な　
い　
が　
、　
明　
ら　
か　
に　

大　
膳　
職　
よ　
り　
支　
給　
さ　
れ　
て　
い　
る　
量　
を　
表　
し　
て　
い　

る　
。　
こ　
の　
ト　
ー　
タ　
ル　
量　
は　
概　
略　
的　
な　
数　
字　
で　
あ　

る　
。　
推　
定　
で　
計　
上　
し　
た　
も　
の　
や　
臨　
時　
の　
も　
の　（　
斎　

宮　
初　
斎　
院　
関　
係　
）　、　
支　
給　
人　
数　
が　
不　
明　
な　
も　
の　

を　
含　
む　
か　
ら　
で　
あ　
る　
。　
た　
だ　
、　
こ　
の　
他　
に　
も　
臨　
時　

の　
支　
給　
が　
あ　
る　
こ　
と　
や　
、　
人　
数　
が　
不　
明　
の　
た　
め　

一　
名　
分　
だ　
け　
を　
計　
上　
し　
た　
り　
、　
支　
給　
や　
使　
用　
が　

明　
白　
で　
あ　
っ　
て　
も　
そ　
の　
量　
が　
つ　
か　
め　
な　
い　
た　
め　
計　

上　
出　
来　
な　
か　
っ　
た　
も　
の　
も　
の　
が　
あ　
る　
こ　
と　
を　
総　
合　

す　
る　
と　
、　
実　
際　
に　
は　
も　
っ　
と　
多　
く　
の　
醤　
や　
滓　
醤　
が　

使　
用　
さ　
れ　
て　
い　
た　
よ　
う　
に　
思　
わ　
れ　
る　
（　
注　
12  
）　
。　

滓　
醤　
と　
は　

こ　
の　
表　
か　
ら　
、　
醤　
と　
滓　
醤　
を　
合　
わ　
せ　
た　
年　
間　

使　
用　
量　
は　
、　
醤　
の　
年　
間　
生　
産　
量　
の　
百　
五　
十　
石　
を　

超　
え　
る　
の　
で　
は　
な　
い　
か　
と　
思　
え　
、　
滓　
醤　
は　
醤　
と　

は　
別　
に　
造　
ら　
れ　
て　
い　
た　
可　
能　
性　
が　
あ　
る　
。　
ま　
た　
、　

滓　
醤　
は　
漬　
物　
に　
は　
例　
外　
な　
く　
使　
用　
さ　
れ　
、　
醤　
と　

同　
時　
に　
支　
給　
さ　
れ　
る　
例　
も　
多　
く　
見　
ら　
れ　
、　
別　
の　

用　
途　
を　
持　
っ　
て　
い　
た　
こ　
と　
も　
わ　
か　
る　
。　
そ　
し　
て　
、　

滓　
醤　
は　
添　
醤　
と　
も　
別　
物　
と　
思　
え　
る　
（　
注　
13  
）　
。　

滓　
醤　
と　
は　
、　「　
滓　
を　
取　
り　
除　
い　
て　
い　
な　
い　
醤　
」　の　

意　
の　
モ　
ロ　
ミ　
調　
味　
料　
で　
、　
市　
場　
で　
購　
入　
さ　
れ　
る　

こ　
と　
も　
あ　
っ　
た　
か　
も　
し　
れ　
な　
い　
が　
、　
醤　
院　
で　
も　
造　

ら　
れ　
て　
い　
た　
。　
こ　
う　
捉　
え　
て　
み　
て　
疑　
問　
に　
思　
う　
の　

は　
、　
で　
は　
な　
ぜ　
こ　
れ　
ほ　
ど　
多　
く　
消　
費　
さ　
れ　
る　
滓　
醤　

の　
生　
産　
量　
や　
製　
法　
が　『　
延　
喜　
式　
』　に　
示　
さ　
れ　
て　
い　

な　
い　
の　
か　
と　
い　
う　
問　
題　
で　
あ　
る　
。　「　
供　
御　
醤　
料　
」　に　

示　
さ　
れ　
て　
い　
る　
の　
は　
滓　
醤　
の　
製　
法　
と　
考　
え　
、　
そ　
の　

一　
部　
を　
利　
用　
し　
て　
醤　
が　
造　
ら　
れ　
る　
過　
程　
を　
想　
定　

し　
て　
み　
る　
必　
要　
が　
あ　
る　
の　
か　
も　
し　
れ　
な　
い　
。　
し　

か　
し　
、　
こ　
こ　
で　
は　
、　
そ　
の　
生　
産　
量　
の　
半　
分　
を　
供　

御　
用　
に　
充　
て　
る　
貴　
重　
品　
と　
し　
て　
の　「　
醤　
」　に　
つ　
い　

て　
は　
、　
政　
府　
は　
生　
産　
量　
や　
製　
法　
を　
定　
め　
て　
、　
そ　

の　
必　
要　
量　
の　
確　
保　
や　
品　
質　
の　
保　
持　
を　
図　
っ　
た　
が　
、　

醤　
に　
比　
べ　
て　
、　
製　
法　
に　
そ　
れ　
ほ　
ど　
厳　
密　
さ　
を　
要　

せ　
ず　
、　
大　
量　
生　
産　
や　
市　
場　
で　
の　
購　
入　
が　
可　
能　
で　

あ　
っ　
た　「　
滓　
醤　
」　に　
つ　
い　
て　
は　
特　
に　
そ　
の　
規　
定　
を　
設　

け　
な　
か　
っ　
た　
の　
で　
は　
な　
い　
か　
、　
と　
考　
え　
て　
お　
く　
。　

い　
ず　
れ　
に　
せ　
よ　
、　
醤　
院　
で　
は　
液　
体　
状　
の　
醤　
と　
モ　

ロ　
ミ　
状　
の　
滓　
醤　
が　
造　
ら　
れ　
て　
い　
た　
に　
違　
い　
な　
い　
。　

そ　
し　
て　
、　
こ　
れ　
ら　
の　
醤　
類　
を　
実　
際　
に　
使　
用　
す　
る　

場　
合　
に　
は　
、　
被　
給　
者　
の　
身　
分　
や　
用　
途　
な　
ど　
に　
応　

じ　
て　
種　
類　
を　
定　
め　
て　
支　
給　
を　
行　
っ　
て　
い　
く　
関　
係　

上　
、　「　
醤　
」　「　
滓　
醤　
」　な　
ど　
の　
分　
類　
名　
が　
必　
要　
だ　
っ　
た　
。　

し　
か　
し　
、　
滓　
醤　
の　
名　
は　『　
延　
喜　
式　
』　
以　
外　
に　
は　

ほ　
と　
ん　
ど　
見　
ら　
れ　
な　
い　
の　
で　
、　
一　
般　
的　
に　
は　
そ　

の　
よ　
う　
な　
分　
類　
は　
行　
わ　
れ　
ず　
、　
醤　
の　
名　
で　
代　
表　

さ　
れ　
、　
醤　
と　
は　
モ　
ロ　
ミ　
状　
の　
製　
品　
と　
認　
識　
さ　
れ　

て　
い　
た　
の　
で　
は　
な　
か　
ろ　
う　
か　
。　

『　
和　
名　
抄　

わ　
み　
ょ　
う　
し　
ょ　
う　

』　に　
は　「　
醤　
は　
豆　
醢　
也　

と

う

か

い

」　
と　
あ　
る　
。　
醢　

は　
塩　
辛　
の　
こ　
と　
な　
の　
で　
、　「　
豆　
醢　
」　は　
モ　
ロ　
ミ　
状　
の　

大　
豆　
製　
品　
を　
表　
わ　
し　
て　
い　
る　
。　
さ　
ら　
に　
、　
も　
う　

一　
例　
を　
挙　
げ　
る　
と　
、　『　
散　
木　
奇　
歌　
集　

さ
ん
ぼ
く
き
か
し
ゅ
う

』　に　
次　
の　
歌　

が　
納　
め　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　

「　
な　
ら　
に　
し　
り　
た　
る　
僧　
の　
論　
議　
し　
け　
る　
か　

い　
と　
し　
も　
せ　
す　
と　
聞　
え　
け　
れ　
は　承　

源　
法　
師　

論　
議　
を　
は　
み　
そ　
ひ　
し　
を　
に　
そ　
し　
た　
り　
け　
り　

の　
ち　
に　
き　
ゝ　
て　
つ　
け　
ゝ　
る　

た　
う　
さ　
う　
な　
り　
と　
人　
は　
い　
へ　
と　
も　
」　

『　
散　
木　
奇　
歌　
集　
』　は　
、　
源　
俊　
頼　（　
一　
〇　
五　
五　
〜　
一　

一　
二　
九　
）　の　
晩　
年　
の　
自　
選　
歌　
集　
で　
、　
当　
時　
の　
俗　
語　

等　
を　
知　
る　
た　
め　
の　
貴　
重　
な　
資　
料　
と　
い　
わ　
れ　
て　
い　
る　
。　

奈　
良　
の　
知　
り　
合　
い　
の　
僧　
が　
論　
議　（　
経　
論　
の　
要　
義　
を　

問　
答　
）　し　
た　
が　
、　
大　
し　
た　
成　
果　
は　
挙　
げ　
ら　
れ　
な　
か　

っ　
た　
と　
聞　
い　
て　
、　
承　
源　
法　
師　
が　「　
論　
議　
を　
み　
そ　
ひ　

し　
を　（　
味　
噌　
・　
醤　
）　に　
し　
て　
し　
ま　
っ　
た　
こ　
と　
よ　
」　
と　
詠　

ん　
で　
い　
る　
。　
こ　
こ　
で　
の　「　
み　
そ　
ひ　
し　
を　
に　
す　
る　
」　
は　

「　
味　
噌　
と　
醤　
を　
ご　
ち　
ゃ　
ま　
ぜ　
に　
し　
て　
だ　
い　
な　
し　
に　
す　

る　
」　の　
意　
味　
に　
取　
れ　
る　
。　
醤　
と　
味　
噌　
と　
が　
よ　
く　
似　

て　
い　
る　
こ　
と　
を　
前　
提　
に　
し　
た　
喩　
え　
で　
あ　
る　
。　

液　
体　
状　
の　
醤　
の　
衰　
退　

液　
体　
状　
の　
醤　
は　
、　
律　
令　
政　
府　
の　
衰　
退　
と　
と　
も　

に　
あ　
ま　
り　
造　
ら　
れ　
な　
く　
な　
っ　
て　
い　
く　
よ　
う　
で　
あ　

る　
。　
そ　
の　
理　
由　
は　
よ　
く　
解　
ら　
な　
い　
が　
、　
古　
代　
に　

お　
け　
る　
醤　
と　
十　
六　
世　
紀　
に　
出　
現　
す　
る　
醤　
油　
と　

で　
は　
原　
料　
の　
麦　
の　
使　
用　
料　
が　
非　
常　
に　
異　
な　
っ　
て　

い　
る　
。　『　
延　
喜　
式　
』　
に　
お　
け　
る　
醤　
は　
大　
豆　
に　
対　
し　

て　
五　
パ　
ー　
セ　
ン　
ト　
の　
麦　（　
小　
麦　
）　し　
か　
使　
わ　
れ　
て　

い　
な　
い　
が　
、　
後　
世　
の　
醤　
油　
は　
大　
豆　
と　
同　
量　
の　
麦　

が　
使　
わ　
れ　
て　
い　
る　
。　
こ　
れ　
は　
現　
在　
に　
も　
つ　
な　
が　

る　
原　
料　
の　
配　
合　
割　
合　
で　
あ　
る　
。　
古　
代　
の　
液　
体　
の　

醤　
は　
原　
料　
か　
ら　
す　
れ　
ば　
タ　
マ　
リ　
の　
よ　
う　
な　
も　
の　

と　
思　
え　
る　
が　
、　
味　
の　
点　
は　
ど　
う　
だ　
っ　
た　
の　
だ　
ろ　

う　
か　
。　

律　
令　
政　
府　
が　
衰　
退　
し　
て　
い　
く　
に　
つ　
れ　
て　
全　
国　

的　
に　
生　
産　
さ　
れ　
て　
い　
た　
乳　
製　
品　
の　「　
蘇　そ
」　
が　
姿　
を　

消　
し　
て　
い　
く　
こ　
と　
は　
よ　
く　
知　
ら　
れ　
て　
い　
る　
が　
、　
こ　

れ　
と　
同　
じ　
よ　
う　
な　
こ　
と　
が　
液　
体　
状　
の　
醤　
に　
も　
生　

じ　
た　
と　
思　
わ　
れ　
る　（　
注　
14  
）　
。　

以　
下　
の　
資　
料　
で　
平　
安　
末　
か　
ら　
鎌　
倉　
期　
に　
か　

け　
て　
液　
体　
状　
の　
醤　
が　
ど　
う　
な　
っ　
て　
い　
く　
か　
を　
見　

て　
み　
る　
。　

①　
「　
七　
日　

御　
干　
飯　
并　
七　
種　
御　
菜　
事　
。　（　
略　
）　

御　
菜　
。　

。　
荳　
。　
萩　
。　
薺　
。　
芹　
。　

。　
紫　

苑　
。　
萱　
艸　
。　
味　
噌　
。　
塩　
。　
糟　
。　」　（　『　
執　
政　
所　
抄　
』　）　

②　
「　
次　
供　
御　
四　
種　
。　

」　」　（　『　
長　
寛　
二　

年　
朔　
旦　
冬　
至　

さ
く
た
ん
と
う
じ

記　
』　）　

③　
「　
四　
種　
ハ　
。　
味　
曽　
。　
塩　
。　
酢　
。　
酒　
。　
近　
代　
ハ　
酒　

ヲ　
略　
シ　
テ　
蓼　
ヲ　
用　
。　
タ　
デ　
ナ　
キ　
ト　
キ　
ハ　
ワ　
サ　
ビ　
。　

ハ　
ジ　
カ　
ミ　
等　
也　
。　
味　
曽　
蓼　
ハ　
必　
酢　
ニ　
可　

レ　

解　
也　
。　」　

（　『　
門　
室　
有　
職　
抄　

も　
ん　
し　
つ　
ゆ　
う　
そ　
く　
し　
ょ　
う　

』　）　

④　
「　
御　
膳　
ニ　
四　
種　
ト　
云　
フ　
事　
ア　
リ　
。　
味　
會　
、　
塩　
、　

酢
塩
色
利
酒
居
盤
四
枚
。　

四
人
於
西
階
下
授
采
女
。　

酢　
、　
酒　
ノ　
四　
ナ　
リ　
」　（　『　
塵　
袋　

ち　
り　
ぶ　
く　
ろ　

』　）　

⑤　
「　
四　
種　

塩　
、　
酢　
、　
酒　
、　
醤　
。　
今　
案　
常　
以　
塩　
酢　
之　
四　
種　
是　

略　
也　

」　（　『　
二　
中　
歴　
』　）　

⑥　
「　
四　
種　
器　

酢　
。　
酒　
。　
塩　
。　
醤　
。　
或　
止　

レ　

醤　
用　

二　

色　
利　

一　

。　

裏　
書　

色　
利　
煎　
汁　
。　
イ　
ロ　
リ　
ト　
ハ　
大　
豆　
ヲ　
煎　
タ　
ル　

汁　
也　
云　
云　
。　
或　
鰹　
ヲ　
煎　
タ　
ル　
汁　
也　
云　
々　
」　（　『　
厨　
事　

類　
記　
』　）　

⑦　
「　
醤　

」　（　『　
平　
他　
字　
類　
抄　
』　）　

①　
は　
、　
平　
安　
末　
期　
頃　
の　
摂　
家　
の　
年　
中　
行　
事　
を　

述　
べ　
た　
も　
の　
で　
あ　
る　
が　
、　
正　
月　
七　
日　
の　
七　
種　
菜　

の　
羹　

あ　
つ　
も　
の　に　

味　
噌　
・　
塩　
・　
糟　
の　
調　
味　
料　
が　
使　
わ　
れ　
て　
い　

る　
。　
当　
時　
の　
記　
録　
に　
は　
羹　
や　
汁　
が　
よ　
く　
出　
て　
く　

る　
が　
、　
そ　
れ　
が　
ど　
の　
よ　
う　
に　
味　
付　
け　
さ　
れ　
て　
い　
る　

か　
は　
不　
明　
で　
あ　
る　
。　
そ　
の　
点　
で　
こ　
れ　
は　
貴　
重　
な　

資　
料　
と　
い　
え　
る　
が　
、　
醤　
が　
使　
わ　
れ　
て　
い　
な　
い　
こ　
と　

が　
注　
目　
さ　
れ　
る　
。　
醤　
が　
液　
体　
調　
味　
料　
と　
し　
て　
発　

展　
を　
遂　
げ　
て　
い　
け　
ば　
、　
汁　
物　
の　
味　
付　
け　
に　
利　
用　

さ　
れ　
て　
も　
よ　
さ　
そ　
う　
な　
も　
の　
で　
あ　
る　
が　
、　
そ　
の　
例　

が　
見　
ら　
れ　
な　
い　
。　

②　
は　
、　
長　
寛　
二　
年　（　
一　
一　
六　
四　
）　に　
、　
朝　
廷　
で　

朔　
旦　
冬　
至　

さ
く
た
ん
と
う
じ

の　
儀　
式　
が　
行　
わ　
れ　
た　
際　
の　
記　
録　
の　
一　

部　
で　
あ　
る　
。　「　
四　
種　
」　
と　
い　
わ　
れ　
る　
調　
味　
料　
セ　
ッ　

ト　（　
塩　
、　
酢　
、　
酒　
、　
醤　
）　中　
の　
醤　
は　
液　
体　
状　
と　
思　
え　

る　
が　
、　
醤　
に　
代　
っ　
て　「　
色　
利　

い

ろ

り

」　
が　
並　
べ　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　

③　
の　『　
門　
室　
有　
職　
抄　
』　は　
、　
鎌　
倉　
初　
期　
の　
僧　
家　

を　
中　
心　
に　
し　
た　
有　
職　
故　
実　
書　

ゆ

う
そ
く

こ
じ
つ
し

ょ

で　
あ　
る　
。　

「　
至　
極　
饗　
応　

し
ご
く
き
ょ
う
お
う

」　（　
最　
高　
の　
饗　
応　
）　の　
時　
な　
の　
で　
、　「　
四　

種　
」　
が　
並　
べ　
ら　
れ　
て　
い　
る　
が　
、　
醤　
に　
代　
っ　
て　
味　
噌　

が　
使　
用　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

④　
は　
鎌　
倉　
中　
期　
の　
辞　
書　
で　
あ　
る　
が　
、　
や　
は　
り　

「　
四　
種　
」　の　
醤　
と　
味　
會　
と　
入　
れ　
代　
っ　
て　
い　
る　
。　

⑤　
は　
、　「　
四　
種　
」　
と　
は　
塩　
、　
酢　
、　
酒　
、　
醤　
の　
こ　
と　

で　
あ　
る　
が　
、　
通　
常　
は　
省　
略　
し　
て　
塩　
と　
酢　
で　
「　
四　

種　
」　
と　
し　
て　
い　
る　
、　
と　
あ　
る　
。　
同　
書　
の　
「　
五　
十　
日　

ア　
ヘ　
モ　
ノ　
ヒ　
シ　
ホ

シ　
ヤ
ウ

注（
１
）　
主　
菓　
餅　
の　
役　
割　
は　『　
養　
老　
職　
員　
令　
』　
大　
膳　
職　
条　

に　
「　
主　
菓　
餅　
二　
人　
。　

掌　
。　
菓　
子　
。　
造　

二　

雑　
餅　
等　

一　

事　

」　
と　
あ　

る　
。　

（
２
）　
百　
五　
十　
石　
の　
内　
訳　
は　
、　
天　
皇　
用　
（　
供　
御　
料　
）　
が　

七　
十　
五　
石　
、　
天　
皇　
用　
以　
外　
の　
一　
般　
用　
（　
雑　
給　

料
）　
が　
七
十
五
石　
で
あ　
る　
。　

（
３
）　「
甕
一
百
口　

」　
と
あ　
り　
、　
三
百
石　
の
醤
が　

生　
産　
さ　
れ　
て　
い　
る　
よ　
う　
に　
も　
受　
け　
取　
れ　
る　
が　
、　

後　
述　
の　
醤　
大　
豆　
の　
貢　
納　
量　
と　
の　
関　
係　
か　
ら　
も　

百
五
十
石　
の
生
産
量
と　
み　
な　
し
た　
。　

（
４
）　『　
延
喜
式　
』　の　
「　
供
御
醤
料　
」　
の　
原
料
名　
中
に

は　
た　
だ　
「　
大　
豆　
」　
と　
あ　
る　
が　
、　
奈　
良　
時　
代　
の　

醤　
の　
原　
料　
に　
は　
「　
醤　
大　
豆　
」　
が　
使　
わ　
れ　
て　
い　

る　
こ　
と　
か　
ら　
（　
関　
根　
真　
隆　
『　
奈　
良　
朝　
食　
生　
活　

の　
研　
究　
』　）　、　
こ　
れ　
は　
醤　
大　
豆　
を　
指　
し　
て　
い　
る　

も
の
と
解
せ
る
。

（
５
）　「
隔
三
年
進
」　
は　
「
三
年
を
隔
て　
て
進

た　
て　
ま　
つ　

れ
」　
で　
、　

三　
年　
の　
間　
隔　
を　
置　
い　
て　
、　
つ　
ま　
り　
四　
年　
に　
一　

度　
と　
受　
け　
取　
れ　
る　
が　
、　
そ　
れ　
で　
は　
三　
百　
五　
十　

石　
を　
下　
回　
り　
後　
述　
の　
年　
料　
に　
不　
足　
す　
る　
の　
で　

三
年
に
一
度
と
解
釈
し
た　
。　

（
６
）　
原　
料　
大　
豆　
の　
半　
分　
量　
の　
醤　
が　
得　
ら　
れ　
る　
。　

別
受

三
石

（　「
造
雑
物
法
」）　

（
７
）　「　
未
醤
料　
。　
醤
大
豆
一
石　
。　米
五
升
四
合　
。　蘗

料

小　
麦　
五　
升　
四　
合　
。　
酒　
八　
升　
。　
塩　
四　
斗　
。　
得　
一　

石　

。　（　「　
造　
雑　
物　
法　
」　）　
」　
と　
あ　
り　
、　
醤　
大　
豆　
と　

同
量
の
未
醤
が
得
ら
れ
る
。　

（
８
）　「
内
膳
式
」　
に　
「
造
醤
鮒
鮨
鮒
各
十
石
」　
用
と　

し　
て　
「
醤
大
豆
二
石
五
斗
」　
と
あ　
る　
。　

（
９
）　『
延
喜
式
』　
中
、　
実
際　
の
使
用
例
は　
、　
漬
菜

料
、　
索
餅
料
以
外
に　
は
見
ら　
れ
な　
い　
。　

（
10
）　
当　
時　
の　
一　
石　
は　
現　
在　
の　
約　
四　
斗　
に　
相　
当　
す　

る　
。　（　
沢　
田　
吾　
一　
『　
奈　
良　
朝　
民　
政　
経　
済　
の　
数　
的　

研
究
』）　

（
11
）　
滓　
醤　
は　
添　
醤　
の　
ほ　
か　
工　
人　
な　
ど　
の　
食　
料　
と　
し　

て
も
支
給
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

（
12
）　
一　
名　
分　
で　
計　
算　
し　
た　
も　
の　
は　
表　
中　
の　
「　
無　
品　

親　
王　
」　
か　
ら　
「　
女　
御　
」　
ま　
で　
の　
月　
料　
で　
、　
計　
上　

で　
き　
な　
か　
っ　
た　
も　
の　
は　
①　
雑　
菜　
正　
月　
最　
勝　
王　

経
斎
会
料　
の
醤
茄
子　
・　
荏

料
、　
②
正
月
四

節　
料　
以　
下　
の　
節　
料　
（　
以　
上　
大　
膳　
式　
）　、　
③　
諸　
物　

品　
制　
作　
時　
の　
工　
人　
間　
食　
料　
（　
掃　
部　
式　
）　
、　
④　

府
蒭

ふ　
の　
ま　
ぐ　
さ　
の　

睦
田
営
苅
食
料　

り　
く　
で　
ん　
え　
い　
が　
い　
じ　
き　
り　
ょ　
う　（

近
衛
府
式
）　で
あ　
る　
。　

（
13
）　
滓　
醤　
の　
支　
給　
例　
が　
み　
ら　
れ　
ず　
、　
使　
わ　
れ　
方　
が　

つ　
か　
め　
な　
い　
。　「　
大　
膳　
職　
」　
中　
二　
ヶ　
所　
に　
支　
給　

例　
の　
見　
ら　
れ　
る　
「　
麁　
醤　
」　
が　
、　
麁　
醤　

あ　
ら　
び　
し　
ほ　（　

粗　
製　
の　

醤　
）　
と　
い　
う　
名　
前　
や　
そ　
の　
用　
途　
が　
醤　
と　
ほ　
ぼ　

同　
じ　
事　
か　
ら　
「　
添　
醤　
」　
で　
は　
と　
思　
え　
る　
が　
、　
そ　

れ　
に　
し　
て　
も　
支　
給　
例　
が　
少　
な　
く　
、　
両　
者　
の　
関　

係
を
断
ず
る　
わ　
け　
に　
は　
い　
か　
な　
い　
。　

（
14
）　「
主
税
式
上
」　
に　
は　
、　
諸
国　
の
国
分
寺
に　
お　
か　

れ　
た　
僧　
尼　
に　
対　
す　
る　
「　
年　
中　
供　
養　
」　
や　
「　
安　
居　

あ

ん

ご

の　
際　
の　
供　
養　
」　
の　
食　
品　
名　
が　
挙　
げ　
ら　
れ　
て　
い　

る　
が　
、　
そ　
の　
中　
に　
「　
醤　
」　
が　
あ　
る　
。　
こ　
れ　
ら　
の　

供　
養　
物　
は　
そ　
の　
国　
の　
「　
正　
税　
」　
や　
「　
国　
分　
寺　
物　
」　

を　
用　
い　
て　
賄　
わ　
れ　
る　
こ　
と　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　
の　

で　
、　
現
地
調
達
さ　
れ　
た　
と
思
え　
る　
。　

餅　
図　
」　
に　
は　
「　
四　
種　
」　
が　
並　
べ　
ら　
れ　
て　
い　
る　
例　
が　

見　
え　
る　
が　
、　
こ　
の　
場　
合　
は　
醤　
の　
代　
り　
に　「　
色　
利　
」　

が　
使　
わ　
れ　
て　
い　
る　
。　

⑥　
は　
、　「　
四　
種　
」　
の　
醤　
の　
代　
り　
に　
、　
大　
豆　
や　
鰹　

の　
色　
利　（　
煎　
汁　

い
ろ

り

・　
煮　
出　
し　
汁　
）　が　
使　
わ　
れ　
る　
こ　
と　

が　
あ　
る　
こ　
と　
を　
伝　
え　
て　
い　
る　
。　

⑦　
は　
、　
鎌　
倉　
末　
期　
の　
作　
と　
み　
ら　
れ　
る　
平　
仄　

ひ　
ょ　
う　
そ　
く　

辞　

書　
で　
あ　
る　
が　
、　
醤　
は　
あ　
え　
物　
と　
し　
て　
い　
る　
。　

こ　
の　
よ　
う　
に　
、　
液　
体　
調　
味　
料　
と　
し　
て　
の　
醤　
は　
姿　

を　
消　
し　
て　
行　
き　
、　
醤　
は　
い　
わ　
ゆ　
る　
「　
な　
め　
味　
噌　
」　

へ　
の　
道　
を　
た　
ど　
っ　
て　
い　
く　
よ　
う　
だ　
。　

あ
お
な

ま
め

な　
ず　
な　

は
こ
べ
ら

ひ
ょ
う
た
じ
る
い
し
ょ
う

か
ん
ぞ
う

か
す

の
し

さ　
い　
え　
り　
ょ　


